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９月１１日（土）「現代の子育て・親育ち」をテーマに掲げ、公認心理師・臨床心理士の寒河江亜衣子先

生に御講演をいただきました。講演の中で、思春期の子どもの脳の発達の特徴についての説明がありました。

子どもがゲームやスマホから離れられなくなるのは脳の発達が関係しており、思春期の子どもたちがメデ

ィアと上手に付き合うためには、親が子の前頭葉の手助けをしながら、時間のコントロールなどにしっかり

と関わっていく必要があるということです。また、「母親だから」「母親のくせに」などと母親に過度の期待

と負担をかけられることを挙げ、もっと大変さを声に出していいのだというお話もあり、参加者の心に響く、

励みになる講演会でした。 

グループワークでは、講演の感想を出し合いながら情報交換しました。参加者からは、「脳の発達につい

て、今まで知らなかった。」「子どもや、お

父さんたちにも聞いてほしい内容だっ

た。」などの感想が寄せられました。 

会場参加とオンライン参加のハイブリ

ッド型の研修会となりましたが、たくさ

んの方にご参加いただき、充実した研修

会になりました。 （文責 髙橋） 

 

 

環境科学研究センター職員による

リサイクル工作の紹介。幼稚園・

保育所や児童クラブで活用できる

プログラム内容でした。 

会場での参加とオンライン参加によるハイブリット形態 

 放課後子ども総合プラン指導者研修会①が８月３１日に行われまし

た。講演に先立って、環境科学研究センターの安藤氏から「リサイク

ル工作」を紹介していただきました。身近な材料で作ることができ、

科学的な学習に結びつけられ、大人も子どもも楽しめる内容でした。 

後半は『気になる子への理解と支援』というテーマで、宮城教育大

学教授 植木田 潤先生からご講演いただきました。具体的な内容に

ついてのお話が多く、参加者の皆さんからは、「毎日の仕事での経験

から納得できる内容だった」「“あるある”が、とても身近なあるある 

で、分かりやすかった」「理解はしていても時間に流

されてしまう事が多く、手間ひまをかける事が大事だ

という事を改めて感じた」という声が聞かれ、明日か

らの業務にすぐにでも生かせるような講演でした。 

 ハイブリッド型の研修会でしたがスムーズに研修を

行うことができました。参加者からは「Zoomでの

オンライン研修は初めてだが不便なく参加出来た」と

いう感想をいただき、コロナ禍でもしっかり学ぶこと

ができる方法が確立されてきたように感じました。 
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5（火） 県スポーツ推進協議会理事会（Web） 

7（木） 地域学校協働活動推進員養成講座①

（Web） 

8（金) 

 

東北地区社会教育研究大会 

第５回事務局会（総合支庁） 

11（月） 鮭川小学校読書研修会（鮭川小） 

13（水） 東北地区社会教育研究大会 

第６回事務局会＜前日準備＞ 

（市民文化会館・市民プラザ） 

14（木） 第 43回全国公民館研究集会 

令和３年度東北地区社会教育研究大会 

（市民文化会館・市民プラザ） 

17（日） 県スポレク祭ウォーキングサッカー 

（最上西公園） 

24（日） スタートコーチ養成講習会 

（スポーツ会館またはWeb） 

25（月） てれぼらプロジェクト中間発表会

（Web） 

26（火） 行政訪問①（鮭川・最上） 

28（木） 行政訪問②（舟形・戸沢） 

 

事業予定 
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社会教育事業に

関する情報を掲

載中です。 

最上教育事務所 社会教育課情報２０２１ 検索 

バックナンバー「まなびぃ８」配信中です。 

４～９月号もご覧ください。 

＝読育推進ネットワーク整備事業＝ 

「読育推進ネットワーク研修会 （兼） 
地区読み聞かせサークル連絡協議会研修会」 

 
最上地区の読育推進に関する研修会です。読育推進に、関わっている方はも

ちろんのこと、子どもの読書に関心のある方はぜひ御参加ください。 

記 

１．日時   11月４日（木）午後２時～午後４時30分 

２．会場   新庄市エコロジーガーデン 

      （〒996-0091 新庄市十日町6000-1） 

３．対象  地区読み聞かせサークル連絡協議会会員、市町村教育委

員会・健康福祉主管課職員、幼保小中学校職員、図書館

職員、読み聞かせ実践者 等 

４．主な内容  

（１）事例提供  「真室川町まちなか図書館の取組み」 

     真室川町読み聞かせサークルバムケロ代表  

真室川町教育委員会教育課社会教育指導員 矢口しのぶ 氏 

（２）講演・演習 「乳幼児期から育む読育の方策」（仮） 

       むつみ保育園 園長 

県家庭教育アドバイザー 渡邉 裕子 氏  

 

10月 14日（木）、左記の大会が、新庄市にて開催されます。し

かしながら、残念なことに、今年度はコロナ禍ということで、オン

ライン開催となりました。 

そのような状況の中ですが、午前中は、さまざまな工夫を凝らし

ながら、「表彰式」をはじめ、新庄市の偉人である松田甚次郎の功

績を紹介する「郷土からのメッセージ」、松田甚次郎の実践から地

域づくりや人づくり、つながりづくりを話し合う「シンポジウム」

を実施し、発信します。一般の方も、YouTubeにて、視聴できます

ので、ご覧ください。（https://youtu.be/_Adt8YXnvDA） 

そして、午後からは、東北各地から生涯学習・社会教育のさまざ

まな実践をもちより、５つの分科会に分かれて、研修を行います。

地元最上地区からは、「新庄最上ジモト大学」と「すぎのこハウ

ス」の取り組みを紹介していただきます。各分科会の話し合いの様

子は、後日、大会 HPにて、閲覧することができますので、こちら

もぜひご覧ください。 

      （http://experienceshinjo.com/syakaikyouiku） 

https://youtu.be/_Adt8YXnvDA
http://experienceshinjo.com/syakaikyouiku

